
様式第８号（第１１条関係） 

 

松本市地域づくり推進交付金実績報告書 

 

令和７年３月３１日 

 

松本市長  臥雲 義尚 様 

 

（申請者）  第三地区まちづくり協議会 

 

１ 交付決定額  

 

２ 本年度実績の報告 

 ⑴ 本年度の交付金事業の報告 

ａ ： 本年度の交付金額のうち、この事業に充当した額 

ｂ ： 前年度の交付金の繰越額のうち、この事業に充当した額 

ｃ ： この事業に充当したその他の財源の額 

② 事業名： 第三地区まちづくり協議会運営事業 

実 施 主 体 第三地区まちづくり協議会 

実施日（期間） 令和６年４月～令和７年３月 

実 施 場 所 第三地区内 

事 業 概 要 

協議会の部会活動について必要な経費を支出する。 

１ ささえあい勉強会の実施 

２ 勉強会・研修会のための教材費等 

３ 「みつばちかふぇ」の運営 

４ 地区防災訓練の実施 

５ 防災講座 

Ｉ 金  ５５０，０００円 

① 事業名： 近代産業発展の歴史発信事業 

実 施 主 体 第三地区まちづくり協議会 

実施日（期間） 令和６年5月～令和７年３月 

実 施 場 所 第三地区 

事 業 概 要 

子どもをはじめ幅広い世代に近代産業の発展の歴史を伝え、第三地区の魅力を

発信する。 

１ まちの歴史の理解を深めるため、まち歩きの実施（清水中学校生徒を対象） 

２ まつもと文化遺産登録に向けて学習会を実施し、理解を深める。 

３ 歴史マップの改訂増刷 

地 域 づくりの 

成 果 ・ 効 果 

・まち歩きを通して、まちの歴史の理解を深め、合わせて松本市の近代産業発展の歴

史も分かりやすく中学生に伝えることができた。 

・子どもたちの地域に対する愛着をはぐくむきっかけとなっている。 

・地域住民を対象とした歴史講座を通して、まちの歴史の理解をより深めることがで

きた。 

課 題 ・今後の活動の方向性、組織体制を再度検討したい。 

決 算 額 
ａ＋ｂ＋ｃ 

財 源 内 訳 

ａ ｂ ｃ 

１９５，０００円 １９５，０００円 ０円 ０円 



地 域 づくりの 

成 果 ・ 効 果 

・介護予防講座「介護予防に役立つコミュニケーションゲーム」を開催し、高齢者の方

を中心に２６名が参加 

・誰もが気軽に集える場として、「みつばちかふぇ」を１０回、「おさんぽみつばちかふぇ

（出張みつばちかふぇ）」を１回実施することができた。 

・地区内の指定避難所（松本県ケ丘高等学校、源池小学校、第三地区公民館）ごとに

避難所運営委員会を立ち上げ、避難所開設訓練を行うことができた。 

・防災講座を開催し、２８名が参加し、地域防災の理解を深めることができた。 

課 題 
・誰もが気軽に集える場「みつばちかふぇ」を住民自身が運営できるよう支援すること 

・住民主体で避難所ごとに防災訓練を実施すること 

決 算 額 
ａ＋ｂ＋ｃ 

財 源 内 訳 

ａ ｂ ｃ 

１２０，５２５円 １０４，０３９円 １６，３５０円 １３６円 

 

③ 事業名： 地域こども育成支援部会運営事業 

実 施 主 体 第三地区まちづくり協議会 

実施日（期間） 令和６年６月～令和７年３月 

実 施 場 所 第三地区内 

事 業 概 要 

地区内の子どもたちとの関りを深め、育成を支援するための活動を行う。 

１ 繭玉づくり講習会 

２ 青山様・ぼんぼん学習会 

３ 子育てに関する講演会 

地 域 づくりの 

成 果 ・ 効 果 

・繭玉づくり講習会を実施し、３１名が参加 

・青山様・ぼんぼんの伝統行事の継承促進するための学習会を実施し、３０名が参加 

・地区内の子育て支援ねっこだっことの共催で、子育て講演会「共に育つ子育て～三

つ子の魂百まで～」を開催し、子育て世代の方を中心に、３１名が参加 

課 題 ・地区として、どのように子育て支援していくべきかを再度検討したい。 

決 算 額 
ａ＋ｂ＋ｃ 

財 源 内 訳 

ａ ｂ ｃ 

５０，９４０円 ５０，９４０円 ０円 ０円 

 

④ 事業名： 地区行事支援事業 

実 施 主 体 第三地区まちづくり協議会 

実施日（期間） 令和６年６月～令和７年３月 

実 施 場 所 第三地区内 

事 業 概 要 

地区内の世代間の交流を深め、生きがいを創出するための地区行事の支援を行う。 

１ 水無月コンサートの運営協力 

２ あがたの森夏まつりの運営協力 

３ 作品展の運営協力 

4 文化祭の運営協力 

地 域 づくりの 

成 果 ・ 効 果 

・水無月コンサートでは、地区内のコーラスグループや小中学生の合唱や金管バンド

等子どもから高齢者まで幅広い世代の方１０９名が出演し、全体では２７９名が来場 

・あがたの森夏まつりでは、青山様・ぼんぼんに児童８５名が参加し、全体では３００

名が参加 

・作品展では、地区内の小学生から高齢者まで幅広い世代の方の作品約６００点が

出品され、２日間で３２１名が来場 

・はじめて開催した文化祭では、公民館や福祉ひろばの利用者等が作品を展示した

り、ステージ発表をした。ステージ発表では、子どもから高齢者まで幅広い世代の方

１９１名が出演。地区の皆さんの企画運営による子どものための遊びの広場では、子



どもとスタッフ、みんなで楽しんだ。全体では２日間で６０４名が来場 

課 題 ・地区行事の内容と開催時期について再検討したい。 

決 算 額 
ａ＋ｂ＋ｃ 

財 源 内 訳 

ａ ｂ ｃ 

1９５，０００円 １９５，０００円 ０円 ０円 

 

決 算 額 ( 計 ) 
（①＋②＋③＋④） 

Ａ＋Ｂ＋Ｃ 
財 源 内 訳 

Ａ Ｂ Ｃ 

   ５６１，４６５円    ５４４，９７９円     １６，３５０円     １３６円 

Ａ ： 各事業のａの合計額 

Ｂ ： 各事業のｂの合計額 

Ｃ ： 各事業のｃの合計額 

⑵ 本年度の積立実績の報告   該当なし 

  

事業名： 

積 立 目 的  

積 立 期 間       年度から    年度まで （本年度   年目） 

積立ての 
目標金額 

円 

積 立 実 績 

区分 積 立 額 
積立事業への 
積立金充当額 

差 引 累 計 

前年度 

までの 

積立経過 

１年目 円 円 円 

２年目 円 円 円 

３年目 円 円 円 

４年目 円 円 円 

５年目 円 円 円 

本年度の積立実績 Ｄ          円 Ｅ          円 Ｆ          円 

合 計 額    

本年度積立金を充当して実施した事業の概要 

 実 施 主 体  

 実施日（期間）  

 実 施 場 所  

 事 業 概 要 

 

 

 

 
地 域 づ く り の 

成 果 ・ 効 果 

 

 

 

決 算 額 
Ｅ＋Ｇ 

財 源 内 訳 

 Ｅ Ｇ 

   

充当後の積立事業取扱方針 

 積立継続（  年度まで）・ 廃止 

 
廃止する場合は、積立金残高（Ｆ）の処理方法 

 



Ｅ ： 充当した積立金の額 

Ｇ ： その他の財源の額 

⑶ 本年度の交付金のうち、翌年度に繰り越す金額の報告 

Ｉ－Ａ－Ｄ 金 ５，０２１円 

  [参考]繰越上限額＝Ｉ×２／１０ 

 

３ 添付書類 

 ⑴ 事業実施が確認できる資料（チラシ・パンフレット、写真、新聞記事等） 

 ⑵ 積立をおこなった場合は、松本市地域づくり推進交付金積立承認通知書の写し 


